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TOP NEWS 

 

○ 『大学改革支援・学位授与機構 30年のあゆみ』を刊行 

 当機構は創設30周年を記念して『大学改革支援・学位授与機構 30年のあ

ゆみ』を刊行しました。平成３年に学位授与機構として創設され、平成12年に

大学評価・学位授与機構に改組、平成16年の独立行政法人化、平成28年の独

立行政法人国立大学財務・経営センターとの統合を経て、今年度30周年を迎え

ました。本誌では、今後の機構の評価事業、学位授与事業及び施設費等の貸付・

交付事業等の諸事業の発展に資するため、それらの活動状況を振り返るととも

に、直近の活動をまとめ公表しています。 

 

 

本文は、機構長あいさつから始まり、平野眞一氏（大学評価・学位授与機構元機構長）、野上智行氏（大

学評価・学位授与機構元機構長）、髙井陸雄氏（国立大学財務・経営センター元理事長）の三氏からの寄

稿文を掲載、「学位授与機構から大学改革支援・学位授与機構まで」、「年表・沿革」、「第一部 国際通用

性の高い評価の実施」、「第二部 国立大学等の施設費等の貸付・交付」、「第三部 多様な学習の成果に基

づく学位取得の機会の提供」、「第四部 大学等および質保証機関等との連携」、「第五部 調査研究の推

進」、「これからの機構の在り方を求めて（座談会）」、「社会に開かれた機構をめざして」を収録した内容

となっています。 

 

そのほか、本文には掲載できなかった情報を『大学改革支援・学位授与機構 30

年のあゆみ 参考資料集』として別冊にとりまとめています。 

なお、当機構ウェブサイトにて本誌のPDF版を閲覧・無料ダウンロードするこ

とができます。 

 

https://www.niad.ac.jp/publication/sonota/ayumi/30nen.html 



- 2 - 

○ 「国立大学法人等の債券発行に関する説明会」を開催 

当機構は、令和２年度に国立大学法人等における長期借入金の借入れ・債券の発行要件が緩和されたこ

とを受け、国立大学法人等において債券発行の基礎的な知識や手続き等について理解を深めるとともに、

今後、必要に応じて、円滑な債券発行の検討ができるよう支援することを目的として「国立大学法人等の

債券発行に関する説明会」を２部構成でオンライン形式にて開催しました。本説明会は、機構における債

券発行実績を生かして、初めて開催するもので、国立大学法人及び大学共同利用機関法人の財務担当の理

事や部課長のほか、資金調達等の実務担当者や債券の発行に関心のある者など、幅広い層から、第１部

（基礎編）と第２部（実務編）合わせて、のべ600名を超える参加がありました。 

 

11月18日（木）開催の第１部（基礎編）では、債券発行に必要な基礎的な知識の習得や日本の債券市

場について理解を深めることを目的とし、文部科学省より、国立大学改革や債券発行に係る制度改正等に

ついて、当機構より、日本の債券市場の概要や国立大学法人債、格付などについて、令和２年度に初めて

国立大学法人債を発行した東京大学より、東京大学の債券発行の事例について説明及び質問対応を行い

ました。 

 

12月10日（金）開催の第２部（実務編）では、債券発行に必要な手続きや留意点等について、より理

解を深めることを目的とし、実際に債券の引受を行う証券会社の担当者から、国立大学法人債発行の意義

や起債時の運営、投資家への情報発信（ＩＲ活動）などについて、また、債券発行とＳＤＧｓや金利動向

と今後のポイントといった個別テーマについて説明及び質疑応答を行いました。 

  

 

          説明の一コマ               配信会場の様子 

 

 説明会後に実施したアンケートでは、各項目とも回答者の９割以上から「非常に有益だった」又は「有

益だった」との回答がありました。また、①債券発行の手続きや格付について勉強になった、②起債担当

者の体験に基づく説明を聞くことができ大変参考になった、③債券について基礎的な知識を得る必要が

あると感じた、④今後も同様の企画・説明会があれば参加したい、⑤国立大学法人等が抱える財務基盤の

強化に関する諸問題について、今回のような説明会等を開催していただけることを望む、などの感想が聞

かれました。 

 

機構は、今後も国立大学法人の改革に資する事業を展開していくこととしています。 
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学位授与事業 

 

短期大学・高等専門学校卒業者等を対象とする単位積み上げ型の学位授与関係 

 

○ 令和３年度10月期申請に係る学位授与試験を実施 

「大学改革支援・学位授与機構 令和３年度10月期学位授与試験」として、令和３年12月12日（日）

に面接試験を東京で、また、12月19日（日）に小論文試験（東京・大阪）を実施しました。 

試験の実施状況は次のとおりです。 

 

             （面接試験）    （小論文試験） 

 （1） 受験予定者数    66人        524人 

 （2） 受 験 者 数    66人        518人 

 （3） 欠 席 者 数      ０人         6人 

 （4） 受  験  率   100.0％        98.9％ 

 

今後、各専門委員会・部会における修得単位の審査及び学修成果・試験の審査を経て、令和４年２月21

日（月）開催の学位審査会で最終審査が行われ、合格者には学士の学位を授与する予定です。 

 

 

機構認定の教育施設（各省庁大学校）の課程修了者への学位授与関係 

 

○ 14人から学位授与の申請－修士又は博士相当の課程修了見込者－ 

大学院に相当する教育を行う課程として認定されている各省庁大学校の令和４年3月修了見込者14人

（修士課程相当13人、博士課程相当１人）から、学位授与の申請がありました。 

今後、各専門委員会・部会における論文の審査及び試験（口述）を経て学位審査会で最終審査が行われ、

合格者にはそれぞれ修士又は博士の学位が授与される予定です。 

 

＜修士及び博士の学位授与申請者数＞ 

認 定 課 程 名 学位（専攻分野） 
申請者数

（人） 

防衛大学校 理工学研究科（前期課程） 修士（工学） ３ 

防衛大学校 理工学研究科（後期課程） 博士（理学） １ 

防衛大学校 総合安全保障研究科（前期課程） 修士（安全保障学） ７ 

国立看護大学校 研究課程部看護学研究科 

（前期課程） 
修士（看護学） ３ 

合             計 14 
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質保証連携 

 

○ NIC-Japanセミナーシリーズ「外国の教育制度・高等教育資格」を開催 

当機構の高等教育資格承認情報センター（NIC-Japan）は、令和３年12月にNIC-Japanセミナーシ

リーズ「外国の教育制度・高等教育資格」（ベトナム、インドネシア）を開催しました。 

NIC-Japanは学生や研究者の国際的なモビリティ向上を目的とした高等教育資格の円滑な承認に資

する情報提供活動の一環として、諸外国の教育制度や外国資格審査の事例など、外国資格承認にまつわ

る諸テーマについて国内外の有識者よりお話しいただく「NIC-Japanセミナーシリーズ」を今年度より

開催しています。 

今回はその第２弾として、12月６日（月）にベトナム、12月21日（火）にインドネシアをテーマと

するセミナーをオンラインで開催しました。ベトナムについては、ベトナムで外国資格の承認や教育情

報の提供を行う「VN-NARIC」のディレクターであるTran Thi Ngoc Bich氏（ほかVN-NARICの専門

家２名）に、インドネシアについては、インドネシア教育文化・研究技術省 高等教育・研究技術総局 学

生・学習部門ディレクターであるAris Junaidi氏にそれぞれ講演いただきました。このセミナーシリーズ

には大学等で国際業務に携わる教職員を中心に240名を超える参加があり（２回合計）、講演に耳を傾

けるとともに熱心な質疑応答がなされました。 

各セミナーでは、当該国の教育制度への理解の深化を趣旨として、教育制度の概要や、高等教育資格

（学位等）、高等教育への入学資格などのほか、その国特有の制度や、講師の立場からみえる高等教育の

動向を説明いただきました。Tran Thi Ngoc Bich氏とVN-NARICの専門家各氏からは、ベトナムの教

育制度や高等教育の質保証のほか、外国資格承認を担う立場から、VN-NARICの行う外国資格承認業務

の手続きや、偽物の高等教育機関/学位証への対応方法についてお話しいただきました。過去に質保証部

門のディレクターも歴任されたAris Junaidi氏からは、インドネシアの教育制度の概要に加えて、インド

ネシアでの内部質保証システムの基本となる「DIECUサイクル」の概念や、アクレディテーションの状

況をお話しいただきました。 

各セミナーの最後には、モデレーターを務めた堀田泰司高等教育資格承認情報センター長から講師に

対して、示唆に富む講演と詳細な質疑応答に対する感謝が述べられ、両セミナーとも盛会のうちに終了

しました。 

なお、今回のセミナーシリーズで使用した資料は、NIC-Japanのウェブサイトからダウンロードする

ことができます。 

 

 

講師（左：左上 Tran Thi Ngoc Bich 氏・右上 Pham Khanh Huyen 氏・下 Le Thu Huong 氏、右：Aris Junaidi 氏） 

https://www.nicjp.niad.ac.jp/news/NICseminar_IDNVNM_report.html
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諸外国の質保証制度・動向情報の収集・整理・提供 

 

○ 新規刊行物のご案内 － モンゴルの高等教育・質保証システムの概要 

当機構では、国内外の高等教育質保証の基本的な情報のほか、日本の高等教育機関が質の保証・向上を

図るうえで有益な海外の事例を収集し、刊行物等にまとめて広く発信しています。 

今回は、日本の高等教育質保証に関する用語や制度の仕組み等を一体として発信するためのツールで

ある「インフォメーション・パッケージ」を構成する資料の一つとして、「モンゴルの高等教育・質保証

システムの概要」を令和３年12月に刊行しましたので、ご案内します。 

 

モンゴルの高等教育・質保証システムの概要 

  

教育制度に関しては、モンゴルの高等教育資格や高等教育への

接続に関する情報等を含めてまとめました。質保証制度に関し

ては、高等教育機関及び技術職業教育機関を対象とした教育ア

クレディテーションを担うモンゴル国家教育アクレディテーシ

ョン委員会（MNCEA: Mongolian National Council for 

Education Accreditation）が実施する外部質保証制度等に関

する情報を掲載しています。 

 

資料の電子版は当機構ウェブサイトよりご覧いただけます。 

https://www.niad.ac.jp/consolidation/international/publish/package.html 

 

なお、「高等教育・質保証システムの概要」については、モンゴルを含め、日本、米国、英国、フラン

ス、ドイツ、オランダ、オーストラリア、中国、韓国、マレーシア、インドネシア、タイ、ベトナム、台

湾、香港、スリランカ、ネパールの18か国・地域分を刊行しています。 
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評価事業 

 

大学機関別認証評価・高等専門学校機関別認証評価について 

 

○ 訪問調査の実施 

 令和３年10月から12月にかけて、大学及び高等専門学校の評価対象校に対し、書面調査で確認でき

なかった事項等を中心に、対象校関係者との面談、教育現場の視察及び学習環境の状況調査等により対

象校の状況を調査すること等を目的とした訪問調査を実施しました。 

なお、今年度は昨年度と同様に、新型コロナウイルス（COVID-19）の感染拡大防止のため、ウェブ

会議システムを活用し実施しました。 

今後は、書面調査の結果に訪問調査で得られた知見を加えて総合的に判断し、評価結果の取りまとめ

を行います。 
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機構の窓 

 

○ 新型コロナウイルス感染拡大に関連した対応について 

当機構では新型コロナウイルス感染拡大の状況に鑑み、政府により決定された「新型コロナウイルス

感染症対策の基本方針」を踏まえて令和３年12月までに予定されていた機構主催の各行事について、以

下のとおり対応を行いました。 

 

訪問調査 

開催予定日 行事名 対応 担当課 

10月１日 

～12月10日 
大学機関別認証評価訪問調査 ウェブ開催 評価支援課 

10月13日 

～12月１日 
高等専門学校機関別認証評価訪問調査 ウェブ開催 評価支援課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



- 8 - 

主要行事日程  

 

○ Schedule 

 

１月 

日 行事名 担当課 

７日 大学ポートレートステークホルダー・ボード 評価企画課 

21日 高等専門学校機関別認証評価委員会（第３回） 評価支援課 

24日～ 

２月18日 
国立大学法人等評価実務担当者研修会（法人別） 

国立大学 

評価室 

26日 大学機関別認証評価委員会（第３回） 評価支援課 

 

２月 

日 行事名 担当課 

8日 法科大学院認証評価委員会（第３回） 評価支援課 

10日 大学ポートレート運営会議（第16回） 評価企画課 

21日 学位審査会（令和３年度第４回） 学位審査課 

25日 
令和３年９月認定課程修了者（博士）に係る学位記伝達式 

・講評 
学位審査課 

 

３月 

日 行事名 担当課 

上旬 高等専門学校機関別認証評価委員会（第４回） 評価支援課 

上旬 大学機関別認証評価委員会（第４回） 評価支援課 

 

https://portraits.niad.ac.jp/about/meeting.html
https://portraits.niad.ac.jp/about/meeting.html
https://www.niad.ac.jp/about/conference/degree_conference/gakui.html



